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練馬区版総合戦略

重要業績評価指標（KPI）の令和２年度末実績
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：

：

④　「令和２年度末の実績」欄
原則として、令和２年度末の実績を表示しています。それ以外の時点の数値については、
時点を表示しています。

原則として、令和元年度末の実績を表示しています。それ以外の時点の数値については、
時点を表示しています。

【表の見方】

①　「目標値」欄
原則として、令和３年度末の目標値を表示しています。それ以外の時点の目標年次とする
場合は、時点を表示しています。

②　「現状値」欄
原則として、平成30年度末の状況を記載しています。それ以外の時点の数値については、
時点を表示しています。

③　「元年度末の実績」欄

【 重要業績評価指標（KPI※）とは 】
平成26年11月に制定された「まち・ひと・しごと創生法」により、地方公共団体は、

国の長期ビジョン・総合戦略を踏まえて、地方版総合戦略を定めることが求められました。

練馬区では、「第２次みどりの風吹くまちビジョン」（平成31年3月策定）およびアク

ションプラン（令和元年6月策定）をあわせて、地方版総合戦略と位置付けています。地

方版総合戦略に定めた取組について、PDCAサイクル（Plan・Do・Check・Action）を通

じた効果検証を行うため、重要業績評価指標（KPI）を設定しました。

※KPI＝ Key Perfomance  Indicatorの略

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

外遊びの事業(おひさま
ぴよぴよ)の増設

８か所 ６か所 １か所開設
〔計７か所〕

―
〔計７か所〕

練馬こどもカフェの創
設

７か所 検討 ３か所 ２か所
〔計５か所〕

計画1　子育てのかたちを選択できる社会の実現

① ② ④③
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

外遊びの事業(おひさまぴ
よぴよ)の増設

８か所 ６か所 １か所開設
〔計７か所〕

―
〔計７か所〕

練馬こどもカフェの創設 ７か所 検討 ３か所 ２か所
〔計５か所〕

認可保育所の増設 181所
（定員15,660人）

165所
（定員14,760人）

16所
（定員800人）
〔計181所〕

９所
（定員474人）
〔計190所〕

練馬こども園の認定 25園 16園 ４園認定※
〔計20園認定〕

２園認定
〔計22園認定〕

保育所等入所希望者受入
率

100% 99.9%
（H31年4月1日現在）

99.9%
（令和2年4月1日現在）

100%
（令和3年4月1日現在）

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

母子健康電子システムの
構築

運用開始 検討 検討 一部運用開始

外遊びの事業(おひさまぴ
よぴよ)
相談員の配置

８か所 ― ７か所配置 ―
〔計７か所配置〕

子ども家庭支援センター
による支援体制の強化

増員 心理５人、保健師４人、福
祉等15人、非常勤相談員10
人

増員
（心理　２人）
（福祉　３人）

増員
（心理　２人）
（福祉　４人）

都と共同で取り組む仕組
みの構築

都と共同で取り組む仕組み
の構築

協議開始 協議 都と共同で取り組む仕組み
の構築

子ども家庭支援センター
の相談件数

現状値から増加 6,402件 6,589件 7,518件

基本目標︓Ⅰ　子どもたちの笑顔輝くまち

計画1　子育てのかたちを選択できる社会の実現

※令和元年度に短時間型、低年齢型を創設した。標準型１園、短時間型１園、低年齢型２園（うち１園は標準型として既に認定している園と重複）を
　認定。

計画2　子どもの成長に合わせた切れ目のないサポートの充実
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

ねりっこクラブの実施 35校 13校 ６校開始
〔計19校〕

８校開始
〔計27校〕

夏休み居場所づくり事業
の実施

11校 ７校 10校 12校

ねりっこ学童クラブ入会
希望者受入率

100％ 97.2％
（H31年4月1日現在）

96.8%
（令和2年4月1日現在）

98.2%※
（令和3年4月1日現在）

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

電子黒板・教員用タブ
レットパソコン全校配備

児童生徒用タブレットパ
ソコンの配備

全校配備

配備（一部）

モデル校での活用状況の検
証

全校配備

検討

―

配備（完了）

地域未来塾の実施 75校 70校 ３校開始
〔計71校※〕

４校開始
〔計75校〕

特別な支援を要する不登
校児童・生徒への支援の
拡大

対象年齢拡大
定員拡大

実施
（小中学生対象）

対象年齢拡大
(18歳まで）

定員拡大
（小中学生）

ICTを活用して指導できる
教員の割合
（文部科学省「学校にお
ける教育の情報化の実態
等に関する調査」により
測定）

現状値から上昇 74.1％ 81.3％ 87.5%

計画３　すべての小学生を対象に放課後の居場所づくり

※令和３年度から実施したねりっこプラス事業で受け入れた利用者を含む。

   計画4　夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備えた子どもたちの育成

※平成30年度に実施した学校のうち２校が未実施のため、実施校数は71校。
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

地域包括支援センターの
移転

３か所移転 ― 移転・設計・工事 ２か所移転

担当区域見直し 担当区域見直し 調整・検討 実施 実施

地域包括支援センターを
中心とした在宅療養ネッ
トワークの構築

充実 在宅療養ネットワーク事業
の実施

充実 一部実施

特別養護老人ホームの施
設数

35施設
（定員2,550人分）

30施設
（定員2,173人分）

1施設 42人分
（定員2,215人）
〔計31施設〕

2施設　108人分
（定員2,323人）
〔計33施設〕

高齢者在宅生活あんしん
事業の利用者数

年間2,100人 年間1,648人 年間1,808人 年間1,921人

地域包括支援センターの
相談件数

現状値より増加 年間165,157件 年間181,929件 年間215,017件

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

就職支援セミナー・職場
体験の実施

実施 ― 開始 実施

はつらつシニア活躍応援
塾の実施

実施 ― 開始 実施

街かどケアカフェ
常設型　出張所跡施設等
での開設

５か所 ３か所 １か所開設準備 １か所開設
〔計４か所〕
１か所開設準備

街かどケアカフェ
出張型　コンビニ・薬局
と連携した実施

実施・充実 ― 開始 一部実施

はつらつシニアクラブの
参加者数

1,800人 1,414人 1,482人 682人

はつらつシニアクラブの
実施箇所数

18か所 16か所 ２か所増
〔計18か所〕

―
〔計18か所〕

要介護認定率
（第７期練馬区高齢者保
健福祉計画・介護保険事
業計画）

21.9％以下
（令和３年９月末）

20.5％
（平成30年９月末）

21.0％
（令和元年９月末）

21.2％
（令和２年９月末）

基本目標︓Ⅱ　高齢者が住みなれた地域で暮らせるまち

計画５　高齢者地域包括ケアシステムの確立

計画6　元気高齢者の活躍と介護予防の推進
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

重度障害者グループホー
ムの整備

27室程度 17室 ―
（工事）

17室
〔計34室〕

福祉施設等から一般就労
した年間の障害者数

年間200人 年間226人 年間204人 年間187人

就労定着支援事業の利用
者数

年間160人 年間98人   年間140人 年間158人

農福連携作業に携わる障
害者施設数

９施設 ６施設 １施設増
〔計７施設〕

４施設増
〔計11施設〕

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

ひとり親家庭自立応援プ
ロジェクトの充実

相談窓口への弁護士の配置
出張相談の実施

プロジェクトの効果・検証 相談窓口への弁護士の配置
出張相談の開始

―

実施

生活保護受給世帯の子ど
もへの支援
（子ども支援員の体制強
化）

強化 支援の実施 ― 強化

中３勉強会の実施 年間80回 年間56回 年間80回 年間80回

中３勉強会利用者の出席
率

80% 80.4% 71.6% 69.5%

基本目標︓Ⅲ　安心を支える福祉と医療のまち

計画７　障害者が地域で暮らし続けられる基盤の整備

計画8　ひとり親家庭や生活困窮世帯等の自立を応援
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

順天堂練馬病院の増床 490床（90床増） 400床 ―
（工事）

90床増床
〔計490床〕

練馬光が丘病院の移転・
改築

457床（115床増）
（令和4年度）

342床 ―
（実施設計【完了】）

工事

高野台新病院の整備 218床 ― ―
（実施設計【完了】）

工事

練馬区医師会による
（仮称）医療連携・在宅
医療サポートセンターの
開設

開設 関係機関調整 関係機関調整 開設準備

人口10万人あたりの一
般・療養病床数

人口10万人あたり
320床

人口10万人あたり
281床

人口10万人あたり
279床

人口10万人あたり
275床

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

練馬健康管理アプリ「ね
りまちてくてくサプリ」
のコンテンツの充実

充実 検討 充実 充実

「ねりまちてくてくサプ
リ」の登録人数

約20,000人 約8,300人 12,545人 16,434人

計画９　住み慣れた地域で安心して医療が受けられる体制の整備

計画10　みどりの風の中で、自ら健康づくりに取り組めるまちの実現
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

防災まちづくり推進地区
における改善事業の実施

事業地区の指定（３地区程
度）・周知・助成

制度の検討 構築
事業地区の指定（３地区）

周知・助成

一般緊急輸送道路沿道建
築物等の耐震改修件数

19件 ８件 ５件
〔計13件〕

13件
〔計26件〕

地域別防災マップの作成 ３地域作成 １地域選定 １地域選定
１地域作成

１地域選定
１地域作成

防災訓練年間参加者数 75,000人 72,000人    70,976人 12,426人

地域防災力の向上、安
全・安心な地域づくりに
対する満足評価

現状値から上昇 59.4％ 59.4% 64.3%

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

都市計画道路の整備着手
率

約７割 約６割 約６割 約６割

西武新宿線の立体化
鉄道付属街路等の事業着
手に向けた準備

事業着手に向けた準備 都市計画原案作成 都市計画案作成 都市計画決定に向けた準備

みどりバスの再編等によ
る公共交通空白地域改善
の推進

再編
（保谷・関町・大泉・南大
泉ルート）

再編に向けた調整
（保谷・大泉・南大泉ルー
ト）

再編に向けた調整
（保谷・大泉・南大泉ルー
ト）

再編に向けた調整(保谷・
関町・大泉・南大泉ルー
ト)

みどりバスの乗車人数 1,170,000人 1,147,154人 1,118,228人 771,689人

基本目標︓Ⅳ　安全・快適、みどりあふれるまち

計画11　地域の災害リスクに応じた「攻めの防災」

計画12　みどり豊かで快適な空間を創出する交通インフラの整備
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

上石神井駅周辺地区のまち
づくり

上石神井駅前のまちづくり
事業計画検討

事業手法検討   事業計画検討 事業計画検討

大江戸線新駅予定地周辺
のまちづくり

（仮称）大泉学園町駅予定地
周辺のまちづくり
事業計画作成

整備計画検討 事業手法検討 事業手法検討

石神井公園駅周辺地区のま
ちづくり

南口西地区市街地再開発事
業
事業認可

合意形成活動    都市計画素案作成 都市計画原案作成
都市計画決定

「駅周辺のまちづくり」の施策
に対する満足評価

現状値から上昇 50% 54.1% 53.8%

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

稲荷山公園の拡張・整備
の着手

事業説明会の開催
測量

調査・検討 基本計画策定
事業スキーム策定

関係機関調整
稲荷山公園基本計画（素
案）作成

大泉井頭公園の拡張・整
備の着手

関係機関調整 調査・検討 基本計画策定
事業スキーム策定

関係機関調整

特色ある公園等の整備 整備完了６か所 ― 整備完了２か所 整備完了２か所
〔計４か所〕

個人のみどりを地域で守
る新しい仕組みの構築

構築 事業内容の検討 モデル事業実施 調査・モデル事業案の作成

「みどりの保全と創出」
に対する満足評価

現状値からの上昇 76% 76.9% 79.1%

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

避難拠点でのＥＶ（電気
自動車）等の活用

周知 災害時協力登録車制度の創
設

           周知 周知

地域コジェネレーション
の導入

導入２か所 基本協定締結１か所 導入準備
基本協定締結

導入
導入準備

「エネルギー政策の展
開」の施策に対する満足
評価

現状値からの上昇 46.4% 50.5% 52.8%

計画15　住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ

計画13　魅力にあふれ利便性に富んだ駅前と周辺のまちづくり

計画14　練馬のみどりを未来へつなぐ
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

創業セミナー・創業支援
融資の実施

実施 実施 実施 実施

学生向け創業セミナー等
の実施

実施 ― 中止 実施

産学連携セミナーの実施 実施 ― 産学連携セミナーの開始 実施

福祉・生活関連産業への
支援の実施

セミナー・個別相談会の実
施、専門アドバイザー派遣
の実施

セミナー・個別相談会の実
施、専門アドバイザー派遣
の開始

実施 実施

練馬ビジネスサポートセ
ンターを利用した創業者
数

現状値から増加 53人 58人 36人

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

生産緑地貸借制度を活用
した農地保全

農地斡旋の実施 農地所有者意向調査の実
施・農地斡旋の仕組みの検
討

農地斡旋の開始 実施

認定農業者・都市型認定
農業者の新規認定

31経営体 22経営体 ４経営体
〔計26経営体〕

４経営体
〔計30経営体〕

練馬果樹あるファームの
開設支援

23件 ６件 11件
〔計17件〕

７件
〔計24件〕

認定農業者・都市型認定
農業者のうち農業収入が
増えた農業者数

現状値から増加 55人 62人 63人

基本目標︓Ⅴ　いきいきと心豊かに暮らせるまち

計画16　地域特性を活かした企業支援と商店街の魅力づくり

計画17　生きた農と共存する都市農業のまち練馬
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

みどり豊かなまちと一体
となった練馬独自の新し
い美術館の創造

再整備基本構想に基づく設
計

再整備基本構想の検討 構想の検討（委員会提言） 構想の検討

四季を感じられるイベン
トの開催

実施 実施 実施 一部実施※

「映像文化のまち構想」
策定

策定 検討 素案の公表 構想策定の延期

四季を感じられるイベン
トの来場者数

30,000人 27,013人 27,323人 993人※

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

公認陸上競技場
「練馬総合運動場公園」
での事業展開

公認記録会の実施 開園式典、記念イベント開
催

公認記録会の開催 中止※

大泉さくら運動公園庭球
場等整備

整備（完了） 設計    整備 ―

大泉学園町希望が丘公園
運動場（第Ⅱ期）

整備（完了） 設計 設計
整備

整備

ユニバーサルスポーツ
フェスティバルの地域展
開

６か所 ３か所 ０か所
〔計３か所〕

０か所※
〔計３か所〕

ユニバーサルスポーツ
フェスティバル参加者数

現状値から増加 950人 911人 ０人※

計画18　練馬ならではの都市文化を楽しめるまち

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、花火フェスタおよびNerimaユニバーサルコンサートを中止し、真夏の音楽会と練馬薪能は規模を
　縮小して実施。

計画19　豊かなみどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止。
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指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

町会・自治会組織の加入
促進活動の実施

実施 実施 実施 実施
（一部中止）

相談情報ひろばの増設 14か所 10か所 開設無し
〔計10か所〕

開設無し
〔計10か所〕

パワーアップカレッジね
りまのリニューアル

実施 開始準備 開始準備 開始

地域おこしプロジェクト
の支援内容の充実

充実 検討 検討 充実

リニューアル後のパワー
アップカレッジねりまの
卒業生が地域活動団体へ
加入した割合

20% ― ―
〔つながるカレッジねりま
公開プレ講座開催、
令和２年度受講生決定、
ポータルサイト開設〕

89%

指標 目　標　値
（原則︓令和３年度末）

現　状　値
（原則︓平成30年度末） 令和元年度末の実績 令和２年度末の実績

乳幼児一時預かり事業イ
ンターネット予約システ
ム運用開始

運用開始 検討 構築 運用開始

窓口情報提供システムの
拡大

17か所 1か所 16か所導入（練馬区民事務
所ほか）
〔計17か所〕

1か所導入
（マイナンバーカード交付
窓口）
〔計18か所〕

FAQの職員活用 実施 検討 開始 実施

申請書一括作成システム
の導入

導入 検討 構築 導入
(区民事務所６か所)

電子申請利用件数(東京電
子自治体共同運営サービ
ス)

4,400件 3,465件 8,454件 13,867件

窓口情報提供システムへ
のアクセス数

前年度実績から増加 ― 140,915回
（令和２年１月～３月）

834,042回

基本目標︓Ⅵ　区民とともに区政を進める

計画20　区民協働による住民自治の創造

計画21　窓口から区役所を変える
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アクションプラン

令和２年度末の進捗状況

[年度別取組計画]

第２次みどりの風吹くまちビジョン
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【表の見方】

① 令和３年度目標、平成30年度末の現況(ビジョン策定時点)

「第２次みどりの風吹くまちビジョン アクションプラン[年度別取組計画]」に記載されている策定時の内容が
記載されています。

② 令和元年度末の実績

各事業の令和元年度末時点での取組実績を記載しています。

③ 令和２年度

▶ 当初計画
「第２次みどりの風吹くまちビジョン アクションプラン[年度別取組計画]」に記載されている令和２年度の取

組内容を記載しています。

▶ 実績
各事業の令和２年度末時点での取組実績を記載しています。

④ 進捗状況

「進捗状況」欄の記号は、下記の内容を表しています。

▸ A+ ・・・・・ 計画以上に進んだもの
▸ A ・・・・・ 概ね計画どおりのもの
▸ B ・・・・・ 遅れや修正が生じたもの

※ 道路事業・まちづくりなど、短期での評価になじまない事業については、「＊」を記載しています。
※ 令和２年度末までに取組が無い事業については、「ー」を記載しています。

④③②①

戦略計画1　子育てのかたちを選択できる社会の実現

１　家庭での子育て支援サービスの充実

A

　１か所開設したが、
１か所閉室したため、
令和３年４月１日現在
の施設数は26か所と
なる。閉室につき、１
施設については令和
５年度以降に新規開
設する予定

A
　令和元年度に開設
済

― ―

①子育てのひろば
　計27か所

計26か所 １か所開設 検討 １か所開設

取組名 令和３年度目標
平成30年度末の

現況
令和元年度末の

実績
令和２年度

進捗状況 備　　考
当初計画 実績

②外遊びの事業
　(おひさまぴよぴよ)
　計８か所

計６か所 １か所開設

14



戦略計画1　子育てのかたちを選択できる社会の実現

１　家庭での子育て支援サービスの充実

A

　１か所開設したが、
１か所閉室したため、
令和３年４月１日現在
の施設数は26か所と
なる。閉室につき、１
施設については令和
５年度以降に新規開
設する予定

A
　令和元年度に開設
済

A

A

A

A

２　練馬こどもカフェの創設
A

３　保育所待機児童の解消

A
　ニーズ調査の結果、９
所（410人）を予定してい
たもの。

A
　令和元年度に工事
完了済

*
　都営住宅転居拒否
者のため解体工事着
手が遅れたため。

A

A

A
　令和元年度に開始
済

検討

(3)多様な保
育サービスの
充実

延長保育
 計150所 計115か所 15か所開始

―
病児・病後児保育
 計８か所

計７か所 １か所開始 ―

②

東大泉保育園の
改築による定員増

工事 工事（完了） ―

― ―

③発達に不安のある
親子のひろば事業
　（のびのびひろば)
　（５か所）
　月２回実施(４か所)
　月１回または２回実
施(１か所)

①子育てのひろば
　計27か所

計26か所 １か所開設 検討 １か所開設

月１回実施
(５か所)

月２回実施
(４か所）

月１回または
２回実施 (１か所)

実施 実施

２か所

①【認可保育所】
計181所
(定員15,660人)

計165所
(定員14,760人)

16所
（定員800人）

検討

運用開始

(1)保育所の
拡充

―

上石神井第三保
育園の改築による
定員増

実施設計 中断中 工事 中断中

９所
（定員474人）

⑥ファミリーサポート
　事業

　軽度障害児受入れ
　実施

検討 検討 開始 開始

練馬こどもカフェ
７か所

検討 ３か所 ２か所

実施 実施

18か所開始 18か所開始

(2)安心して
保育サービス
を利用できる
仕組みづくり

保育サービスを
安心して利用できる
仕組みづくり

検討

Ⅰ　子どもたちの笑顔輝くまち

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況 備　　考

当初計画 実績

②外遊びの事業
　(おひさまぴよぴよ)
　計８か所

計６か所 １か所開設

④憩いの森などを
　活用した外遊び
　事業の実施

検討 開始 充実
充実

（年４回実施）

⑤乳幼児一時預かり
　事業

　インターネット予約
　システム運用開始

検討 構築 運用開始
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４　「練馬こども園」の充実

A

　令和元年度に、短
時間型（９時間以上
11時間未満）および
低年齢型（０～２歳
児）を創設した。
　令和元年度に４園
認定しており、令和
元・２年度の通算計
画６園を達成してい
る。
　令和２年度末時点
で22園認定（低年齢
型２園のうち１園は標
準型として認定して
いる園と重複認定）。
実園数は21園

A

５　教育・保育サービスのあり方の検討

A
　令和元年度に作
成・公表を行った。

６　ＩＣＴを活用した子育て関連サービスの拡充

A

A
(再掲)

戦略計画2　子どもの成長に合わせた切れ目のないサポートの充実

１　母子健康電子システムの構築

A

当初計画 実績

母子健康電子システ
ムの構築

検討 検討 一部運用開始 一部運用開始

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

乳幼児一時預かり
事業【戦略計画1-1の
再掲】

インターネット予約
システム運用開始

検討 構築 運用開始 運用開始

保育園入園
申請のオンライン手続
の導入検討

検討 検討 検討 検討

練馬こども園
 計25園

計16園 ４園認定 ３園認定 ２園認定

教育・保育サービスの
あり方の検討・公表

― 作成・公表 公表 　－

区立幼稚園３園の
練馬こども園化

検討 検討 検討 検討

備　　考
当初計画 実績

進捗状況取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
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２　乳幼児親子の身近な相談場所の拡充

A
　令和元年度に配置
済み

A

A
(再掲)

３　成長発達に関わる相談サポート体制の充実

A

A

４　新しい児童相談体制の構築
① 子ども家庭支援センターによる支援体制の充実

A+
　引き続き専門職員
を増員

A
　令和元年度に配置
済み

A+
　令和２年７月に都区
共同の練馬区虐待対
応拠点を設置

A+

　一般職員につい
て、令和元年度から
計画値の１名を上回
る２名を派遣している
ため。

A

A
　令和３年１月から家
庭型子どもショートス
テイ事業として実施

A

配置
（弁護士
延24人）

（児童相談所OB
延22人）

― ―

協力家庭による
ショートステイ事業
の実施

― 検討 開始 開始

都児童相談
センターからの
事案送致・
指導措置委託

協議 開始 実施 実施

都児童相談
センターへの
区職員派遣

拡大

課長級
（月２回１人）

一般職員
（通年１人）

課長級
（通年１人）

（月２回１人）

一般職員
（通年２人）

― ―

要支援家庭を
対象とした
ショートステイ事業
　受入対象年齢
　の拡大

拡大の検討
(対象年齢２‐12歳)

拡大
(対象年齢
０‐12歳)

検討 検討

②都児童相談センターとの連携の強化

都との協議

都と共同で取り組
む仕組みの構築

協議開始 協議 協議
都と共同で取り
組む仕組みの構

築

支援体制の強化

心理　５人
保健師　４人
福祉等　15人

非常勤相談員　10
人

増員
（心理　２人）
（福祉　３人）

―
増員

（心理　２人）
（福祉　４人）

スーパーバイザー
の配置(弁護士・
児童相談所ＯＢ等)

―

実施 実施

②保健相談所への
心理相談員の配置 ― ― 配置 配置

（４名）

③発達に不安のある
　親子のひろば事業
　（のびのびひろば)
　（5か所）　【戦略計画
1-1の再掲】

　月２回実施(４か所)
　月１回または２回実
施(１か所)

月１回実施
(５か所)

月２回実施
(４か所）

月１回または
２回実施(１か所)

実施 実施

①妊娠・子育て相談員
による全ての妊婦との
面談・支援の実施

実施 実施

②児童館学童クラブ
　室を活用した子育
　てひろば(にこにこ)
　(17か所)

　相談員の配置
　４か所

― 検討 ２か所配置 ２か所配置

当初計画 実績

①外遊びの事業
　(おひさまぴよぴよ)
　(８か所)

　相談員の配置
　８か所

― ７か所配置 ― ―

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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戦略計画3　すべての小学生を対象に放課後の居場所づくり

１　ねりっこクラブの全小学校での実施

A

２　夏休み居場所づくり事業の拡充

A+
　予定より多くの学校
で調整が整ったた
め。

３　民間学童保育の拡充

A

４　キッズ安心メールの利用拡大

A

関連する事業
１　児童館の機能の見直し 

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため縮小

A
(再掲)

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため縮小

戦略計画4　夢や目標を持ち困難を乗り越える力を備えた子どもたちの育成

１　教育の質の向上

A+

　ＧＩＧＡスクール構想
の早期実現および新
型コロナウイルス感
染症の感染拡大に伴
うオンライン学習環境
等の早期整備を図る
ため、「練馬区学校
ICT環境整備計画」を
前倒しして、３か年で
配備する予定だった
児童生徒用タブレット
パソコンを、令和２年
度に全児童・生徒に
配備した。

実績

(1)ICT環境の
整備の推進

電子黒板・教員用
タブレットパソコン
　全校配備

児童生徒用タブレット
パソコンの配備

モデル校での活用
状況の検証

全校配備

検討

―

配備

―

配備（完了）

進捗状況 備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度

②児童館学童クラブ
　室を活用した子育
　てひろば(にこにこ)
　(17か所)　【戦略計画
2-2の再掲】

　相談員の配置
　４か所

― 検討 ２か所配置 ２か所配置

当初計画

①中学生・高校生
　向け事業を実施

実施 充実 充実 縮小

③出前児童館の実施 検討 実施 充実 縮小

キッズ安心メールの
学校応援団ひろば室
への設置
　計20校設置

― 準備 10校設置 10校設置

運営費助成
　13施設

10施設 ３施設 拡大
拡大

（２施設）

夏休み居場所づくり
事業の実施
　11校

７校 10校 11校 12校

当初計画 実績

ねりっこクラブの実施
　計35校

計13校 ６校開始 ８校　開始 ８校　開始

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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A

A

A
　令和元年度に工事
完了済み

A

A

A

A

A

A

―

A

A

B

　35人学級の導入や
児童・生徒数の動
向、学校施設の状況
など総合的な検討を
行う必要があるた
め。

A

A

A

(8)次期学習
指導要領に対
応した教員研
修の実施

次期学習指導要領に
対応した研修の実施

検討 実施 実施 実施

②２校目の小中一貫
　教育校の設置に向
　けた調整・実施設計 調整 調整 調整

基本設計

調整

基本設計

(7)小中一貫
教育の推進

①研究発表グループ
　の指定による小中
　一貫教育の研究・
　実践

７グループ指定 ７グループ指定 ９グループ指定 ９グループ指定

(6)区立学校
の適正配置

適正配置の推進 検討
新たな基本
方針の検討

適正配置の推進
新たな基本
方針の検討

工事

(5)小中学校
トイレの改修

工事完了　計24校 計６校 ６校 ６校 ６校

(4)小中学校
体育館の空調
設備の整備

設置完了 計43校 計２校 14校 14校 14校

⑦旭丘小学校
旭丘中学校
実施設計

― ― 基本設計 基本設計

⑧令和３年度に改築に
着手する学校
(２校程度)
基本設計

― ― ― ―

②下石神井小学校
工事(完了)

工事 工事 工事 工事

当初計画 実績

(3)小中学校
校舎等の改築
の推進

①大泉東小学校
工事（完了）

工事
工事

（完了）
― ―

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

⑤関町北小学校
工事(一部)

実施設計
実施設計

工事
工事 工事

⑥上石神井北
小学校
工事(一部)

― 基本設計 実施設計 実施設計

③石神井小学校
工事(完了)

工事 工事 工事 工事

④大泉西中学校
工事(完了)

工事 工事 工事

30校

学校図書館への
人的配置

　支援の充実に向けた
検討

検討 検討 検討 検討

(2)学校図書
館の機能強化

学校図書館の情報化
　計98校／98校 計37校 31校 30校
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A

A

A

２　家庭や地域と連携した教育の推進
①学校・地域連携事業

A

A

A

A

A

３　支援が必要な子どもたちへの取組の充実

A+

　当初計画を超える
学校からの要望に応
え、配備期間を柔軟
に対応し、タブレット
パソコンの活用を効
率的に行ったため。

A

A

　令和元年度に関町
地域では適当な施設
が見つからず、出前
適応指導教室を開催
したが、令和２年度に
要望の多かった区西
部地域に民間施設を
借り上げ開始した。

A

A
(2)学習支援
事業「中３勉
強会」の実施

中３勉強会
(７か所)
　年間80回

年間56回 年間80回 年間80回 年間80回

実施
（学校教育支援

センター）

出前適応指導教室
実施

－
増設

（上石神井）

③居場所支援事業実
施場所の拡大

　計２か所
実施

(１か所)
検討 増設

（石神井地域）
増設

（上石神井）

②

特別な支援を要す
る不登校児童・生
徒への支援の拡
大

実施
(小中学生対象)

対象年齢拡大
(18歳まで）

定員拡大 定員拡大

適応指導教室の
増設・検証

(1)不登校対
策の充実

①タブレットパソコンを
活用した学習支援

　計15校 ５校 ５校配備 ５校配備 ９校配備

検討

(3)学校安全
対策の拡充

指針を踏まえた対策の
実施

指針策定 実施 実施 実施

②学校外の体験学習
やボランティア活動の
参加促進

促進 促進 促進 促進

(2)校外学習
の見直し・充
実

校外学習の実施方法
の見直し・充実

検討 検討 検討

拡大
（４校開始）

拡大
(新規登録

個人登録 54人）

(1)地域と連
携した教育活
動や体験活動
の推進

地域未来塾

実施　75校 70校 ３校開始 拡大

学校サポーター
登録制度
（人材バンク）
 
 登録拡大 個人登録　320人

団体登録　11団体

拡大
（新規登録

個人登録 44人
団体登録 2団体）

拡大

(10)英語指導
の充実

小学校３・４年生へのＡ
ＬＴ配置

検討 準備 配置 配置

学校徴収金管理
システムの運用

構築 運用 運用 運用

当初計画 実績

(9)教員の働
き方改革

部活動の在り方に
関する方針に基づく
取組の実施

検討 方針の策定 実施 実施

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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４　小学校就学前からの切れ目のない取組を展開

A

B

　家庭教育支援リー
フレットを発行する予
定だったが、新型コロ
ナウイルス感染症の
感染拡大防止のた
め、例年掲載してい
る「参加型事業（外遊
びプレーパークやよ
みきかせ・おはなし会
等）」が延期・中止等
の措置になり、掲載
情報が確定できな
かったため未発行と
なった。

Ⅱ　高齢者が住みなれた地域で暮らせるまち
戦略計画5　高齢者地域包括ケアシステムの確立

１　地域包括支援センターの移転・増設
① 地域包括支援センターの移転・増設・担当区域見直し

A+

　北町はるのひ地域
包括支援センター令
和３年３月29日移転・
名称変更
　光が丘南地域包括
支援センター令和３
年３月22日移転・名
称変更

A

A+

　北町はるのひ、光
が丘南の移転に伴
い、光が丘圏域にお
いて、一部担当区域
の見直しを行った。

② ひとり暮らし高齢者等訪問支援事業の強化

A

A

２　地域ごとの在宅療養ネットワークの構築

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部中止、
縮小

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部事業を
見直して実施

３　特別養護老人ホーム等の施設整備・在宅サービスの充実

B

　入札不調等により、
工期の遅れが発生し
ているものの、令和３
年度目標数以上の整
備案件を既に確保し
ている。

新たな高齢者実態
調査の実施

調査の見直し 実施 実施 実施

一部実施

(1)特別養護
老人ホーム等
の施設の整備

①特別養護老人
ホーム
 計35施設
 (定員2,550人分）

計30施設
（定員2,173人分）

1施設　42人分
（定員2,215人）

3施設　177人分
（定員2,470人分）

2施設　108人分
（定員2,323人）

開設準備
２か所

計25か所 調整 調整 調整

当初計画 実績

一部実施

主任ケアマネジャーに
よる地域同行型研修
の実施

実施 充実 充実

訪問支援員による
戸別訪問支援の
強化

実施 実施 強化 強化

地域包括支援センター
を中心とした在宅療養
ネットワークの構築

在宅療養ネットワー
ク事業の実施

充実 充実

３か所移転 ― 移転・設計・工事 １か所移転 ２か所移転

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

担当区域見直し 調整・検討
実施 ― 実施

(2)家庭教育
支援事業の実
施

家庭教育支援事業
の実施

「検討会議」の設置

事業実施に向けた
検討

実施 実施 未実施

当初計画 実績

(1)幼保小連
携の推進

「ねりま接続期プログラ
ム」を活用した取組の
実施

プログラムの策定 開始 実施 実施

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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B

　入札不調等により、
工期の遅れが発生し
ているものの、令和３
年度目標数以上の整
備案件を既に確保し
ている。

A

　単年度での実績は
大きく計画を上回って
いるが、累計ではＲ２
末時点での目標どお
りのためＡとしてい
る。

B

　事業者の選定から
建設まで時間を要す
るため開設には至っ
ていないものの、令
和３年度目標数以上
の整備案件を既に確
保している。

－

B

　事業者の選定から
建設まで時間を要す
るため開設には至っ
ていないものの、令
和３年度目標数以上
の整備案件を既に確
保している。

A

A

A
　令和元年度に実施
済み

① 介護人材の確保支援

B

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、一部中
止・定員制限のうえ
研修を実施

B

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、定員制限
のうえ研修を実施

A
(再掲)

　令和元年度に実施
済み

② 介護人材の育成支援

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、各資格講
座実施機関が事業を
一時休止

A

③ 介護人材の定着支援

A

対象施設
の拡大

年間3,500人 年間2,084人

― ―

ＩＣＴ機器等の導入
支援

― 開始 実施 実施

資格助成の利用
者
 年間 300人

年間275人 年間346人 年間 300人 年間 270人

外国人介護職員
向け支援

事例紹介セミナー
の開催

日本語研修の
モデル実施

実施 実施

居住支援協議会の
設置

調整 設置 ― ―

(5)介護人材
の確保・育
成・定着に向
けて

練馬介護人材育
成・研修センター
研修・人材確保・
相談支援の利用
者
 年間 3,500人

年間3,017人 年間3,130人

(4)住まい確
保支援事業の
実施

住まい確保支援事業
の実施

検討 開始 実施 実施

区独自の介護従
事者養成研修
の修了者
 年間 210人

年間212人 年間175人 年間 210人 年間 130人

元気高齢者による
介護施設業務補
助事業　対象施設
の拡大　【戦略計
画6-3の再掲】

実施

 年間2,100人 年間1,648人 年間1,808人 年間1,900人 年間1,921人

(3)高齢者在
宅生活あんし
ん事業

利用者

②定期巡回・随時対応
型訪問介護看護
 計14か所 計13か所 ― ― ―

③看護小規模多機能
型居宅介護
 計７か所
 （203人分）

計２か所
（定員58人分）

1か所 29人分
(定員87人)

２か所　58人分
（定員145人）

１か所　18人分
（定員599人）

１か所　29人分
（定員116人）

(2)在宅サー
ビスの充実

①グループホーム
 計38か所
 （定員653人分） 計34か所

（定員581人）
整備なし

(定員581人)
２か所　36人分
（定員617人）

2施設　10人分
（定員378人）

③都市型軽費老人
ホーム
 計15施設
 （定員290人）

計10施設
（定員190人）

整備なし
(定員190人）

3施設　60人分
（定員270人）

 4施設　80人分
（定員270人）

当初計画 実績
②短期入所生活介護
（ショートステイ）
 計40施設
 （定員416人分）

計35施設
1

（定員366人分）

1施設　2人分
（定員368人）

3施設　27人分
（定員406人分）

(1)特別養護
老人ホーム等
の施設の整備

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況 備　　考
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４　コンビニと協働した地域の見守り体制の強化

A

戦略計画6　元気高齢者の活躍と介護予防の推進

１　高齢者の就業機会を拡大「シニアセカンドキャリア応援プロジェクト」の実施 

A

A

２　高齢者の活動を後押し「はつらつシニア応援プロジェクト」の実施

A

３　高齢者の福祉分野での活躍を推進

A
　令和元年度に実施
済み

４　区独自の介護予防事業の拡充
①

A

　街かどケアカフェは
るのひの開設準備
（令和３年４月１日開
設）

②

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部協定締
結を見送った。

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部中止、
縮小

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部中止、
縮小

B

A 　令和元年度に目標
達成済み

A

B

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、一部事業
を中止

B

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、一部事業
を中止

年間27団体

③介護予防・生活支援
サービス
 利用者数
 年間5,700人 年間5,067人 年間4,922人 年間5,520人

拡大

年間4,991人

(3)主体的に
取り組む介護
予防

①練馬区オリジナル三
体操
 普及拡大 ― 拡大 拡大

計18か所 計16か所 ２か所増 ― ―

年間1,800人
／36回

年間1,414人
／32回

年間1,482人
　／34回

年間1,800人
／36回

年間682人
／26回

実施箇所数

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部中止、
縮小

②リハビリ専門職
派遣
 年間65団体 年間59団体 年間63団体 年間65団体

(2)はつらつ
シニアクラブ
の充実

参加者数

(1)街かどケ
アカフェの充
実

地域サロン型
 計30か所 計14か所 ７か所増 ６か所増 ３か所増

③出張型

区立施設等での
実施

実施 充実

１か所
開設

1か所開設
準備

一部実施

常設型
出張所跡施設等
での開設
 計５か所 計３か所

1か所開設
準備

１か所
開設

充実

コンビニ・薬局と
連携した実施

― 開始

元気高齢者による
介護施設業務補助
事業
　対象施設の拡大

実施 対象施設の拡大 ― ―

はつらつシニア
活躍応援塾の実施

― 開始 実施 実施

充実 一部実施

起業・創業セミナーの
実施

― ― 開始 開始

当初計画 実績

就職支援セミナー・
職場体験の実施

― 開始 実施 実施

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

当初計画 実績

「N-impro」を活用した
認知症対応研修・
体験会の実施

モデル事業実施・
検証

ニンプロ講師の
養成

実施 実施 実施

進捗状況 備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
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Ⅲ　安心を支える福祉と医療のまち
戦略計画7　障害者が地域で暮らし続けられる基盤の整備

１　重度障害者への支援の充実

A+

　運営事業者から当
初計画を超える室数
の整備提案があった
ため。

A+

　運営事業者から当
初計画を超える室数
の整備提案があった
ため。

A

A+

　運営事業者から当
初計画を超える室数
の整備提案があった
ため。

A

B
　補助協議に時間を
要したため。

A

A

A

A+
(再掲)

　運営事業者から当
初計画を超える室数
の整備提案があった
ため。

A
(再掲)

②重度障害者グループホームと一体となった「多機能拠点整備型」

北町２丁目（都有
地）での整備
 開設（10室程度）
　【戦略計画7-1の
再掲】

整備事業者選定 工事 工事
開設(10室程度)

工事
開設(17室)

石神井町福祉園
用地での整備
 運営事業者選定
　【戦略計画7-1の
再掲】

関係機関調整 関係機関調整

充実

関係機関調整

(3)日中活動
の場・福祉園
の整備

工事
基本設計

実施設計(一部)
基本設計

実施設計(一部)
工事 実施設計（一部）

(2)医療的ケ
アに対応した
ショートステ
イの整備

開設準備 ― 関係機関調整 関係機関調整 関係機関調整

(6)地域生活
支援拠点の整
備

①障害者地域生活支
援センターを中心とし
た「面的整備型」 開始 検証・充実 充実

関係機関調整

(5)居宅訪問
型児童発達支
援事業の開始

居宅訪問型児童発達
支援事業の開始

検討 実施準備 開始 開始

(4)放課後等
デイサービス
事業所への支
援

補助制度の開始 ― 検討 開始 開始

当初計画 実績

(1)住まいの
確保

重度障害者グループ
ホームの整備
　計27室程度 計17室

―
10室程度 17室

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

中軽度障害者グルー
プホームの整備
　計537室 計447室 48室 30室 89室

北町２丁目（都有
地）での整備
 開設（10室程度）

整備事業者選定 工事 工事
開設(10室程度)

工事
開設(17室)

石神井町福祉園
用地での整備
 運営事業者選定 関係機関調整 関係機関調整 関係機関調整 関係機関調整
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２　就労支援の充実・農福連携の推進

B

　新型コロナウイルス
感染症の影響により
企業求人数が減少す
るなどしたため。

A+

　毎年約200人の就
職者がおり、同事業
を利用する方が増加
しているため。

A+

　新たに共同受注の
仕組みを整えたこと
により、農家と障害者
施設のマッチングが
進んだため。

A

３　障害特性に応じたきめ細やかな対応

A

B

　関係機関で検討を
継続したが、新型コロ
ナウイルス感染症の
感染拡大防止のた
め、区民を対象とした
活動はできなかっ
た。

①

A

②

A

A

戦略計画8　ひとり親家庭や生活困窮世帯等の自立を応援

１　ひとり親家庭自立応援プロジェクトの充実

A
　令和元年度に配置
済み

A
出張相談の
開始

出張相談の
開始

実施 実施

当初計画 実績

相談窓口への
弁護士の配置

プロジェクトの
効果・検証

相談窓口への
弁護士の配置

― ―

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

(3)保育所等
訪問支援事業
の開始

保育所等訪問支援
事業の開始

検討 実施準備 開始 開始

機能見直しの
検討

検討 検討 検討

障害者地域活動
支援センター
（谷原フレンド）

機能転換

(2)高齢化等
に対応するた
めの福祉作業
所等の機能の
見直し

福祉作業所

訪問支援体制の
強化

地域精神保健
相談員

４名配置
体制強化 体制強化

体制強化
（地域精神保健

相談員８名配置）

②社会参加と地域理解の促進

居場所に関する
情報の発信

(1)精神障害
者等への支援
の充実

①相談体制の充実

― 検討 情報の発信 検討

福祉連携農園の
検討

― 検討 検討 検討

②就労定着支援事業
の利用者数
 年間 160人 年間 98人 年間140人 年間 130人 年間158人

③農福連携の推進

生活介護事業へ
の機能転換 方針決定 機能転換調整

方針決定

当初計画 実績

①福祉施設等から
一般就労した年間の
障害者数
　年間 200人 年間 226人 年間 204人 年間 200人 年間187人

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

農福連携作業に
携わる障害者施設
数
 計９施設

計６施設 1施設増 １施設増 4施設増
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２　生活保護受給世帯等の子どもに対する支援の充実

A

A

A
(再掲)

３　生活保護受給世帯に対する自立支援の充実

A

４　新しい児童相談体制の構築　【戦略計画2-4の再掲】

A+
(再掲)

　引き続き専門職員
を増員

A
(再掲)

　令和元年度に配置
済み

②

A+
(再掲)

　令和２年７月に都区
共同の練馬区虐待対
応拠点を設置

A+
(再掲)

　一般職員につい
て、令和元年度より
計画値の１名を上回
る２名を派遣したた
め。

A
(再掲)

A
(再掲)

　令和３年１月から家
庭型子どもショートス
テイ事業として実施

A
(再掲)

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況 備　　考

当初計画 実績

開始 実施 実施

都児童相談セン
ターへの区職員派
遣

拡大

課長級
（月２回１人）

一般職員
（通年１人）

課長級
（通年１人）

（月２回１人）

一般職員
（通年２人）

― ―

要支援家庭を対象
としたショートステ
イ事業
　受入対象年齢
　の拡大

拡大の検討
(対象年齢２‐12歳)

拡大
(対象年齢
０‐12歳)

検討 検討

① 子ども家庭支援センターによる支援体制の充実

― ―

都児童相談センターとの連携の強化

都との協議

都と共同で取り組
む仕組みの構築

協議開始 協議 協議
都と共同で取り
組む仕組みの構

築

支援体制の強化

心理　５人
保健師　４人
福祉等　15人

非常勤相談員　10
人

増員
（心理　２人）
（福祉　３人）

―
増員

（心理　２人）
（福祉　４人）

スーパーバイザー
の配置(弁護士・児
童相談所ＯＢ等)

―

配置
（弁護士
延24人）

（児童相談所OB
延22人）

協力家庭による
ショートステイ事業
の実施

― 検討 開始 開始

都児童相談セン
ターからの事案送
致・指導措置委託

協議

生活保護受給世帯に
対する自立支援の充
実

実施 充実 充実 充実

(2)学習支援
事業「中３勉
強会」の実施
【戦略計画4-
3の再掲】

中３勉強会
(７か所)
　年間80回

年間56回 年間80回 年間80回 年間80回

②支援拠点
 計２か所

１か所 調整 増設１か所 増設１か所

強化
(1)生活保護
受給世帯の子
どもへの支援
の充実

①子ども支援員の
体制強化

支援の実施 － 強化
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戦略計画9　住み慣れた地域で安心して医療が受けられる体制の整備

１　病床の確保
A

A
　令和元年度に工事
完了済み

A

A
　令和元年度に工事
完了済み

―

A

A

A

A
　令和元年度に工事
完了済み

B

　新型コロナウイルス
感染症拡大の影響に
よるスケジュールの
遅延

―

A

２　在宅医療の提供体制の充実

A
練馬区医師会による
医療連携・在宅医療サ
ポートセンターの開設

関係機関調整 関係機関調整 開設準備 開設準備

(4)新たな病
院整備の検討

関係機関との
調整・協議

調整・協議 調整・協議 調整・協議 調整・協議

設備整備費補助
利子補給

― ― ― ―

工事

練馬高野台
いきいき歩道橋
改修工事（完了）

(3)高野台新
病院の整備

開院 基本設計 実施設計（完了） 工事

整備費補助 整備費補助 整備費補助 整備費補助 整備費補助

病院用地整備工事
（完了）

設計 工事(完了)

工事 工事

― ―

(2)練馬光が
丘病院の移
転・改築

工事
（完了）

基本設計 実施設計(完了)

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

(1)順天堂練
馬病院の増床
と医療機能の
拡充

当初計画 実績

病床数　計490床 400床 ― 90床増床 90床増床

備　　考

救急医療および災害
時医療に関する関係
機関との調整

調整 調整 調整 調整

外来棟
　建設工事（完了） 建設工事 工事（完了） ―

― 工事（完了） ― ―

整備費補助 ― ― ― ―

―

既存病棟
　改修工事（完了） 実施設計 工事 工事 工事（完了）

27 



戦略計画10　みどりの風の中で、自ら健康づくりに取り組めるまちの実現

１　地域で取り組む健康づくり
①練馬健康管理アプリ「ねりまちてくてくサプリ」

A

A

②
A

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部中止、
縮小した。

自殺対策の推進

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため一部中止、
縮小した。

A

A

２　健診（検診）環境の充実

胃内視鏡検査
受診場所の

拡大(43か所）

受診環境の整備 受診環境の整備
（胃内視鏡検査
受診場所の拡大

(47か所））

関係機関調整

A

受診環境の整備 関係機関調整
関係機関調整 関係機関調整

相談窓口案内
の周知

検討 作成・周知 周知 周知

支援者向け
自殺予防の手引き
の周知

検討 検討 作成・周知

年４回実施
（受講者151人）

作成・周知

(3)こころの
健康を支える
地域づくり

ゲートキーパー
養成講座
計21回実施
（受講者
延べ1,050人）

年４回実施
（受講者160人）

年７回実施
（受講者295人）

年７回実施
（受講者350人）

(2)子どもの
頃からの健康
教育

がん予防教室
の実施

検討
教材の

作成・配布
がん予防教室

の開始
未実施

登録人数
20,000人

登録人数
8,300人

12,545人 16,500人 16,434人

健康キャンペーン
の充実

実施 充実 充実 充実

当初計画 実績

(1)みどり健
康プロジェク
トの実施

コンテンツの
充実

検討 充実 充実 充実

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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Ⅳ　安全・快適、みどりあふれるまち
戦略計画11　地域の災害リスクに応じた「攻めの防災」

１　地震・火災に対する防災まちづくりの推進

A
　令和元年度に実施
済み

A
　令和元年度に実施
済み

A

　令和元年度は合意
形成活動を丁寧に進
め、令和２年度にまち
づくり協議会を設立し
た。

②北町地区

　道路整備　12工区
　公園整備　６か所
　密集事業終了
　地区計画決定(一部)

道路整備　11工区
公園整備　６か所

地区計画決定
(一部)

１工区

密集事業終了
地区計画決定

(一部) ― ―

③貫井・富士見台
　地区

　地区計画決定(一部)

 
　新防火規制区域の
　指定（一部）

　１号線用地買収
　（一部）

　A路線用地買収
　（一部）

(1)木造住宅
密集地域にお
ける道路・公
園の整備と不
燃化の推進

①江古田北部地区

　道路整備　21工区
　公園整備　９か所
　密集事業終了
　地区計画決定(一部)

道路整備　21工区
公園整備　９か所

密集事業終了
地区計画決定

(一部)
地区計画決定

(一部)
― ―

備　　考

④桜台地区
　
　整備計画の策定

　重点地区まちづくり
　計画決定

新規地区選定

―

まちづくり協議会の
準備会の開催

重点地区まちづくり
計画の検討区域の

指定

　整備計画の
検討

重点地区まちづく
り計画案の検討

まちづくり協議会
の設立

整備計画の検討

重点地区まちづく
り計画案の検討

　富士見台駅周辺
　交通施設
　　関係機関調整 検討 検討 検討 検討

地区計画決定
（一部）

指定（一部）
　

新規路線選定

用地買収

次期地区計画
区域の選定

 
次期新防火規制

区域の選定
 

測量
 

用地買収

地区計画素案
作成（一部）

 
測量

 

用地買収

　地区計画素案
検討（一部）

 
 

 
 

測量

用地買収

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、地区計画
素案の検討地区にお
けるまちづくり検討会
や個別訪問の延期な
ど、地域住民への周
知啓発、意向把握が
予定どおりできなかっ
た。

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況当初計画 実績
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A

A
　99件/101件　耐震
化計画済み

A
　80件/101件　耐震
化済み

A+

　前年度までの耐震
診断、実施設計の実
績を経て耐震改修件
数が大幅に伸びた。

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、個別訪問
などの周知啓発が予
定どおり出来なかっ
た。

B
　合意形成活動を丁
寧に進めているた
め。

２　水害への対策（河川、下水道の早期整備および流域対策の強化）

A 　令和元年度で完了

A 　令和元年度で完了

A

A

②水位観測カメラ設置

　　計14台 計13台 １台 ― ―

③総合治水計画の
  改定と対策の実施

― 調査
検討

改定・実施

―

検討
改定・実施

①雨水貯留浸透施設
  設置

　　計25地区 計22地区 ３地区工事 ―

指定（２地区）

③住宅の耐震助成

　耐震診断　計915件
　実施設計　計897件
　耐震改修　計743件

計765件
計747件
計593件

31件
24件
21件

50件
50件
50件

16件
17件
25件

(4)都市計画
道路事業に合
わせた延焼遮
断帯の形成

防火地域の指定
（８地区）

指定
（放射７号線沿道、
環状７号線沿道、
補助134号線沿道

等）

０地区 指定（３地区）

(3)建築物の
耐震化

④河川改修の早期実
  施・下水道幹線施設
  整備等の東京都へ
  の要請

改修率
石神井川　79％
白子川　25％

要請 要請 要請

　耐震化計画
 　　98件/101件 　　　97/101件

 実施設計　　 69件
 耐震性有と判明
　　　　　　　　  15件
 除却　　　　　 13件

２件

実施設計　２件

― ―

　耐震化済
 　　77件/101件 74/101件 ６件 ― ―

　  3件
　  1件
　13件

①特定緊急輸送道路
　沿道の耐震化

耐震診断
平成27年度に
101件全て終了

②一般緊急輸送道路
沿道、災害時医療機
関等、その他の耐震助
成

　耐震診断　計129件
　実施設計　計  39件
　耐震改修　計  19件

　計 91件
　計 14件
　計  ８件

21件
 ８件
 ５件

 10件
　７件
　５件

当初計画 実績

(2)防災まち
づくり推進地
区における改
善事業

地区における
改善事業の実施

新防火規制区域の
指定

制度の検討

―

構築
事業地区の指定

（３地区）

―

  

周知・助成

区域指定に向け
た合意形成

周知・助成

区域指定に向け
た合意形成

進捗状況 備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度

30 



３　地域危険度の啓発とリスクに即した訓練

A

A

A

A 　令和元年度で完了

A

A

A

A+
　倉庫空白地域に新
たな適地が見つかっ
たため。

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、募集定員
の減を行った。

A+

　地震発生後の一連
の避難行動を体系的
に学び、体験できるよ
うにするため、起震車
のＶＲプログラム導入
に加え、室内版ＶＲプ
ログラムの導入と充
実を図った。

B

　新型コロナウイルス
感染症拡大防止のた
め、①区民防災組織
の訓練数が減少し
た。②主催事業の規
模縮小・中止を行っ
た。

関連する事業
１　都市インフラの計画的更新 

A

A

①橋梁

　調査　計25橋
　設計　計20橋
　工事　計24橋

調査　計15橋
設計　計９橋
工事　計９橋

４橋
３橋
６橋

４橋
４橋
４橋

４橋
３橋
４橋

②公園遊具

　更新　計227基 計170基 ３基 32基 29基

(6)区民防災
組織等の取組
支援

防災訓練年間
参加者数

　75,000人 72,000人 70,976人 74,000人 12,426人

1,005人 608人

ＶＲプログラムの実施・
充実

― 導入準備 導入・開始 導入・開始
・充実

(5)ねりま防
災カレッジ事
業の充実

年間受講者数

　1,005人 970人 646人

(4)備蓄物資
の充実および
倉庫整備

　組立トイレ
　　計103台配備 計35台 35台 33台 33台

備蓄物資拡充
（帰宅困難者用）

　食料等
　　計84,880人分 計42,880人分 14,000人分 14,000人分 14,000人分

当初計画 実績

備蓄物資拡充
（避難拠点用）

　食料等
　　計118,300人分 計93,100人分 8,400人分 8,400人分 8,400人分

備　　考

備蓄倉庫整備
　
　計21か所 計１9か所 １か所 １か所 ２か所

訓練実施

(3)防災の手
引および浸水
ハザードマッ
プの全面改
定・全戸配布

全面改定
全戸配布

―
改定
配布

― ―

１地域選定
１地域作成

(2)避難行動
要支援者の安
否確認体制の
強化

避難行動要支援者名
簿を活用した訓練の
実施

現況調査の実施

新たな名簿の作成

新たな名簿の配備 名簿の更新 名簿の更新

新たな名簿を活用
した訓練の試行実

施
訓練実施

(1)地域別防
災マップの作
成・訓練の実
施

３地域作成 １地域選定 １地域選定
１地域作成

１地域選定
１地域作成

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

31 



A+

　灯具交換や灯柱建
替ではなく、ランプ交
換のみで完了した箇
所が多かった。

A+

　水銀に関する水俣
条約に早期対応する
ために補正予算を組
み、計画を前倒しし
た。

A

A

２　地域の安全対策の推進

B

　新型コロナウイルス
感染症感染拡大防止
のため、小学校、
PTAおよび青少年地
区委員会が地域防犯
防火連携組織設立に
向けた協議を行う場
を設けることができ
ず、設立には至らな
かった。

B

　新型コロナウイルス
感染症感染拡大防止
のため、団体内での
調整・意思決定をす
る機会が設けられな
かったため、計画を
下回った。

戦略計画12　みどり豊かで快適な空間を創出する交通インフラの整備

１　都市計画道路の整備

*

*

②補助135号線お
よび補助232号線
（大泉学園駅南側
地区）

地区計画素案検
討

事業認可（一部）
合意形成活動

生活再建支援事
業

　
 
 
 

有識者委員会に
よる検討

 
 

合意形成活動

 
生活再建支援事業

　

有識者委員会によ
る検討・提言

合意形成活動

生活再建支援事業

　
重点地区まちづく
り計画案の検討

合意形成活動
測量

生活再建支援事
業

　

合意形成活動

生活再建支援事
業

①補助132号線
Ⅲ期

整備（一部） 設計
整備

設計
整備

設計
整備

設計
整備

当初計画 実績

(1)都市計画
道路の整備
（区施行）

都市計画道路の
整備

事業完了　１区間
事業中　 　７区間

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

②防犯カメラ設置

　新規160台
　(計887台）
　更新60台

計727台
新規156台

更新0台

新規50台

更新20台

新規0台

更新８台

　路面下空洞調査
　  　延長約198ｋｍ

 路面下空洞調査
  （延長約28ｋｍ）
対象路線：緊急輸
送道路

道路占用企業者と
の路面下空洞復旧
に関する覚書締結

効率的な手法の検
討

調査
（延長約96ｋｍ）
対象路線：バス

路線

調査
（延長約100ｋｍ）
対象路線：バス

路線

①地域防犯防火連携
組織

　計39組織 計30組織 設立無し ３組織設立 設立無し

計10,308基 4772基 2,900基 3180基

④道路陥没対策

　桝取付管取替
　　　計7,878か所
　　　延長37,900ｍ

計4,878か所
延長22,900ｍ

983か所
延長4,300ｍ

1,000か所
延長5,000ｍ

970か所
延長4,700ｍ

当初計画 実績
③公園灯・街路灯
　の省エネ化

　公園灯
　　省エネ化
　　　　計1,847基 計1,127基 278基 240基 244基

　街路灯
　　省エネ化
　　　　計19,008基

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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*

*

*

*

*

*

*

*
　国が行う地上権設
定に時間を要してい
るため。

B
　計画策定を丁寧に
進めているため。

A

B
(再掲)

　計画策定を丁寧に
進めているため。

B

　地域の方々とのま
ちづくりの検討を進め
る協議が整わないた
め。

A

A

(1)都市計画
道路の整備
（区施行）

②外環の２整備促進

重点地区まちづく
り計画の手続き

の準備

重点地区まちづく
り計画の手続き

の準備

＜外環の２沿道
（上石神井駅周
辺）＞【戦略計画
13-1の再掲】

  地区計画決定 事業手法検討 地区計画素案
検討

地区計画原案
作成

地区計画素案
検討

＜外環道大泉ＪＣＴ
周辺地区＞

　地区計画原案
作成

事業手法検討 地区計画素案
検討

地区計画素案
作成

地区計画素案
検討

＜外環の２沿道
（新青梅街道～前
原交差点間）＞

　重点地区まちづく
り計画の検討区域
の指定

まちづくり方針の
検討

まちづくり方針の
策定

(2)外環道お
よび外環の２
沿道地区のま
ちづくりと外
環の２の整備
促進

①沿道のまちづくり

＜千川通り～新青
梅街道間＞

  整備促進 事業認可（都） 整備促進 整備促進 整備促進

＜その他区間＞

  事業化に向けた
　働きかけ

働きかけ 働きかけ 働きかけ 働きかけ

＜外環道青梅街
道IC周辺地区＞

  重点地区まちづく
り計画決定

重点地区まちづくり
計画の手続き

の準備

重点地区まちづくり
計画の手続き

の準備

重点地区まちづく
り計画案の検討

重点地区まちづく
り計画の手続き

の準備

⑩外環の2（上石
神井駅交通広場）

用地買収（一部） 事業認可
設計

― 用地買収
設計

関係機関調整

⑧補助235号線

整備（完了） 設計
整備

設計
整備

整備 整備

⑨区画街路1号線

整備（一部）

関係機関調整 測量 設計 測量
設計

④補助135号線
（補助230号線交
差部）

事業認可
用地買収（一部）

測量
設計

事業認可申請
設計

用地買収 事業認可
用地買収

⑤補助135号線
（青梅街道～
新青梅街道間）

関係機関調整 ― 関係機関調整 関係機関調整 関係機関調整

設計
整備

設計 設計
整備

設計
整備

当初計画 実績
③補助135号線
（補助156号線交
差部）

事業認可
用地買収（一部）

測量
設計

関係機関調整
設計

事業認可
用地買収

設計

事業認可申請
関係機関調整

設計

進捗状況 備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度

⑥補助230号線
（青梅街道～新青
梅街道間）

設計 ― 関係機関調整 測量 測量

⑦補助232号線
Ⅰ-２期

事業認可
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A

B
　東京都との協議・調
整に時間を要したた
め。

B
　関係機関との協議・
調整に時間を要して
いるため。

A

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、検討会の
開催回数の減および
開催時期を延期し
た。

A

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、まちづくり
協議会の開催回数の
減および開催時期を
延期した。

A
　令和元年度に策定
済み

２　西武新宿線の立体化
A

B

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、都市計画
案説明会を延期し
た。

A

A

３　大江戸線の延伸
A

A

A

促進活動 促進活動 促進活動 促進活動 促進活動

大江戸線延伸推進
基金

　計50億円 計43億円 ７億円積立
（計50億円）

検討 検討

諸手続の促進 促進 促進 促進 促進

鉄道付属街路等の事
業着手に向けた準備

都市計画原案作成 都市計画案
作成

都市計画決定 都市計画決定に
向けた準備

促進協議会運営
促進協議会による

要請活動
運営 運営

促進

運営

連携・協議

立体化の促進 促進 促進 促進

沿線区市とまちづくり
の取組等について連
携・協議

連携・協議 連携・協議 連携・協議

重点地区まちづく
り計画案の検討

②保谷駅前地区の
  まちづくり

　都道沿道の街並み
　ルールの策定

都道沿道の街並み
検討

都道沿道の街並み
ルールの策定

― ―

(4)補助156号
線沿道等のま
ちづくり

①補助156号線沿道
　のまちづくり

　重点地区まちづくり
　計画決定

重点地区まちづくり
計画の検討区域の

指定

まちづくり協議会の
設立

重点地区まちづくり
計画案の検討

重点地区まちづく
り計画案の作成

(3)放射35号
線沿道地区お
よび放射36号
線沿道地区の
まちづくり

①放射35号線沿道

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

＜沿道周辺地区
＞

 地区計画決定
(一部)

重点地区まちづくり
計画案の作成

重点地区まちづくり
計画決定

地区計画素案
検討（一部）

地区計画原案
作成（一部）

地区計画素案
検討（一部）

＜氷川台駅周辺
交通施設＞

　関係機関調整 検討 検討 検討 検討

＜平和台駅周辺
交通施設＞

　関係機関調整 検討 検討

＜沿道周辺北町
地区＞

　地区計画決定 地区計画素案作成 地区計画原案作成 地区計画決定 地区計画決定

＜平和台駅周辺
地区＞
 
地区計画決定
(一部)

地区計画決定
(一部)

当初計画 実績

検討 検討

②放射36号線沿道

地区計画素案
検討（一部）

地区計画原案
作成(一部)

地区計画原案
検討（一部）

＜環状８号線横断
地下通路＞

　整備（一部） 関係機関調整 設計 整備 関係機関協議
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４　みどりバス再編等による公共交通空白地域改善の推進

A

B

　バスの運転手不足
などの課題が解消さ
れないため、増便に
は至らなかった。

A

A

関連する事業
１　生活幹線道路の整備　　

*

*

*

*

*

*

(5)練馬主要区道
56号線

用地買収
整備（一部）

用地買収
設計
整備

整備
用地買収

整備 整備

(6)練馬主要区道
67号線

用地買収
整備（完了）

用地買収
整備

用地買収
整備

整備 整備

(3)練馬主要区道
30号線

関係機関調整 整備（一部） 関係機関調整 関係機関調整 関係機関調整

(4)練馬主要区道
32号線

整備（一部） 整備 整備  設計
整備 整備

(1)練馬主要区道
３号線

事業区域決定
（１工区）（２工区）
用地買収（一部）

測量 事業区域決定
（１工区）

測量
事業区域決定

（２工区）

用地買収 用地買収
設計

(2)練馬一般区道
22-101号線３工区
および練馬主要区
道39号線

用地買収（一部）
整備（一部）

用地買収
関係機関調整

設計

用地買収
整備

用地買収 用地買収

当初計画 実績

生活幹線道路の
整備

 事業完了　１区間
 事業中　　 ５区間

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

みどりバスの運行本数
の一部増便

検討 検討 増便 検討

みどりバス停留所の新
設

新設 新設 新設

再編に向けた調
整(保谷・関町・大
泉・南大泉ルー

ト)

新設

検討

みどりバスの再編(保
谷・関町・大泉・南大泉
ルート)

再編に向けた調整
(保谷・大泉・南大

泉ルート)

再編に向けた調整
(保谷・大泉・南大

泉
ルート)

再編に向けた調
整(保谷・関町・大
泉・南大泉ルー

ト)

既存路線バスの再編
等に向けた検討

検討 検討 検討
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２　自転車駐車場の整備

A
　令和元年度に整備
済み

A

A
　令和元年度に整備
済み

A

A

A

３　自転車レーンの整備

A

A

A

A設置

設置

関係機関への働きか
け・調整

働きかけ・調整 働きかけ・調整 働きかけ・調整

補助132号線Ⅰ・Ⅱ期
への自転車走行空間
の設置

― ― 設置

光が丘 設計 改修整備 改修整備 改修整備

②自転車ﾗｯｸ等改修

　改修　計41か所 計33か所 ７か所 １か所 １か所

整備内容の検討・調整 検討・調整 検討・調整 検討・調整 検討・調整

補助132号線Ⅲ期への
自転車走行空間の設
置

― ― 設置

働きかけ・調整

整備（500台） ― ―

氷川台駅周辺 事業手法検討 事業手法検討 関係機関調整 関係機関調整

平和台駅地上 概略設計 関係機関調整 関係機関調整 関係機関調整

氷川台駅第九 整備

平和台駅地下 整備 整備（1,860台） ― ―

当初計画 実績

①自転車駐車場整備

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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４　無電柱化の推進

*

*

*

－

*

－

*

*
(再掲)

*

*

*

*

既存道路を無電柱化する路線

*

－

*

*

－
(再掲)

当初計画 実績
取組名 令和３年度目標 平成30年度末の

現況
令和元年度末の

実績
令和２年度

進捗状況 備　　考

⑯主要区道６号線
　（Ⅰ期）

整備（一部）

⑬補助235号線

路線指定
整備（一部）

設計
路線指定

整備 整備

⑭補助237号線
設計 ―

設計
整備

整備 整備

事業認可申請
関係機関調整

設計

③補助135号線
（補助230号線交
差部）
事業認可
用地買収（一部）

事業認可申請
設計

用地買収
事業認可
用地買収

④補助232号線
　Ⅰ-２期
事業認可

― ― ―

用地買収
整備

整備

⑫主要区道67号
線
用地買収
整備（完了）

用地買収
整備

整備 整備

⑨主要区道３号線
事業区域決定
用地買収（一部） 事業区域決定 用地買収 用地買収

設計

⑩主要区道32号
線
整備（一部）

整備
設計
整備

整備

整備 整備 整備

⑰石神井公園駅
南口商店街通りの
整備【戦略計画
13-3の再掲】
設計

― ― ―

― ―

⑮補助301号線
設計
路線指定

― 設計 設計

⑥区画街路１号線

設計
― ― ―

道路新設等に伴い無電柱化する路線

①補助132号線Ⅲ
期
整備（一部）

設計
整備

設計
整備

無電柱化
【事業完了】11路線
〔延長2,841ｍ〕

【事業中】13路線

【事業完了】９路線
〔延長2,161ｍ〕

【事業中】　10路線

設計
整備

②補助135号線
（補助156号線交
差部）
事業認可
用地買収（一部）

―
事業認可
用地買収

設計

⑦外環の２（上石
神井駅交通広場）

用地買収（一部）

―
用地買収

設計
関係機関調整

⑧主要区道２号線
(貫井・富士見台地
区A路線)【戦略計
画11-1の再掲】

用地買収（一部）

用地買収 用地買収 用地買収

⑤補助235号線

整備（完了）

⑪主要区道56号
線
用地買収
整備（一部）

整備
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戦略計画13　魅力にあふれ利便性に富んだ駅前と周辺のまちづくり

１　西武新宿線沿線まちづくり

A

B
　計画策定を丁寧に
進めているため。

*
(再掲)

　国が行う地上権設
定に時間を要してい
るため。

B
　計画策定を丁寧に
進めているため。

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、都市計画
案説明会を延期し
た。

*
(再掲)

A

２　大江戸線新駅予定地周辺のまちづくり
①地区計画決定

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、協議会等
を延期した。

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、協議会等
を延期した。

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、協議会等
を延期した。

B

　新型コロナウィルス
感染症の感染拡大防
止のため、権利者と
の勉強会を延期し
た。

*
(再掲)

<大泉学園町地区
>

 地区計画決定
地区計画素案作成 地区計画素案作成 ― 地区計画原案

作成

<補助233号線沿
道地区>

 地区計画決定 重点地区まちづくり
計画の検討区域の

指定

重点地区まちづくり
計画案の検討

重点地区まちづく
り計画決定

地区計画素案作
成

地区計画素案
検討

重点地区まちづく
り計画案の検討

<大泉町二丁目
地区>

 地区計画決定 まちづくり計画の検
討

　
　
　

地区計画素案検討 地区計画原案
作成

地区計画決定

②（仮称）大泉学園町
　駅予定地周辺のまち
　づくり

 事業計画作成 整備計画検討 事業手法検討 事業手法決定
事業計画検討

事業手法検討

③補助135号線
（補助230号線交差部）
【戦略計画12-1の再
掲】

 事業認可
 用地買収（一部）

測量
設計

事業認可申請
設計

用地買収

(3)上井草駅
周辺地区のま
ちづくり

下石神井四丁目地区
のまちづくり

　事業計画検討
　
　杉並区との調整

整備計画策定

調整

事業手法検討

調整

事業計画検討

調整

事業計画検討

調整

事業認可
用地買収

(2)武蔵関駅
周辺地区のま
ちづくり

①駅周辺のまちづくり
　
　地区計画原案作成

　建築物共同化検討

整備計画策定 地区計画素案検討

検討

地区計画素案
作成
検討

地区計画素案
検討
検討

(1)上石神井
駅周辺地区の
まちづくり

①駅前のまちづくり
　
　事業計画検討 事業手法検討 事業計画検討 事業計画検討 事業計画検討

備　　考

②交通広場の整備

　事業着手に向けた
　準備
　設計

都市計画原案作成 都市計画案作成 都市計画決定
測量

都市計画決定に
向けた準備

③補助230号線（青梅
街道～新青梅街道間）
【戦略計画12-1の再
掲】

　設計
― 関係機関調整 測量

③交通広場の整備
　【戦略計画12-1の再
掲】

　用地買収（一部） 事業認可
設計

― 用地買収
設計

関係機関調整

測量

当初計画 実績
取組名 令和３年度目標 平成30年度末の

現況
令和元年度末の

実績
令和２年度

進捗状況

②外環の２沿道
　まちづくり

　地区計画決定 事業手法検討 地区計画素案検討 地区計画原案
作成

地区計画素案
検討
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３　地域の拠点である駅周辺のまちづくり

A

A

　令和元年度に、関
係機関とスケジュー
ルを調整し、地区計
画変更の手続きを再
開発事業と同時に行
うこととしたため。

B
　合意形成活動を丁
寧に進めているた
め。

*
(再掲)

*
(再掲)

４　鉄道駅や周辺のバリアフリーの充実

B
　関係者との調整を
丁寧に進めているた
め。

B
　鉄道事業者と協議
継続中のため。

A

５　まちづくり条例の改正

A
まちづくり条例の改正・
運用

― 改正 運用 運用

(2)公共施設
と駅を結ぶ
ルートのバリ
アフリー化

改善方針に基づく
バリアフリー化の推進

　ガイドライン策定

ルートの選定およ
び改善方針の策定

改善方針に基づく
バリアフリー化の推

進
（モデル事業

１地区）

推進 推進

②小竹向原駅

　エレベーター整備に
　向けた調整

鉄道事業者等との
協議

協議 エレベーター整備
に向けた調整

協議

協議

設計（実施設計）

設計（実施設計）

当初計画 実績

(1)駅におけ
る2ルート目
のバリアフ
リー化された
経路の確保

①光が丘駅

　エレベーター整備に
　向けた調整

　エスカレーターの
　整備（完了）

　スロープ等の整備
　（完了）

鉄道事業者等との
協議

検討

検討

協議

設計

設計

協議

整備

整備

進捗状況 備　　考

⑤補助232号線
　Ⅰ-２期【戦略計画
12-1の再掲】

　事業認可 関係機関調整 測量 設計 測量
設計

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度

②補助132号線
　沿道周辺地区
　
　地区計画変更決定 地区計画変更素案

検討
地区計画変更

素案作成
― 地区計画変更

原案作成
地区計画変更

決定

③商店街通りの整備

　街並み整備計画の
　策定

　無電柱化の設計

街並み整備の検討

合意形成活動

街並み整備と
無電柱化の検討

街並み整備計画
の策定

都市計画原案
作成

都市計画決定

街並み整備と
無電柱化の意向

確認

設計
整備

(1)石神井公
園駅周辺地区
のまちづくり

①南口西地区市街地
　再開発事業

　事業認可 合意形成活動 都市計画素案作成 都市計画原案
作成

都市計画決定

④補助132号線Ⅲ期
　【戦略計画12-1の再
掲】
　
　整備（一部） 設計

整備
設計
整備

設計
整備
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戦略計画14　練馬のみどりを未来へつなぐ

１　みどりのネットワークの形成

A

A

A

A
　令和元年度に整備
済み

－

－

A

A

B

　新型コロナウィルス
の影響による緊急対
応のため、事業の見
直しを行った。

B

　新型コロナウィルス
の影響による緊急対
応のため、事業の見
直しを行った。

－

A

A

A

A
　令和元年度に整備
済み

A

A

整備内容の検討・
調整
　・主要区道67号線
　・区画街路１号線

検討・調整
・補助235号線

・主要区道56号線

検討・調整
・補助132号線

検討・調整
・補助132号線

働きかけ・調整 働きかけ・調整

⑫豊玉中いっちょ
うめ公園 設計 整備 ― ―

②(仮称)石神井台
六丁目緑地 ―

⑦北原公園

― ― 事業認可 延期

(4)都市イン
フラの整備に
おけるみどり
の創出

都市インフラの整備に
合わせたみどりの創出

関係機関への働き
かけ・調整
　・放射35・36号線
　・外環の２　など
　・石神井川河川
　　改修

働きかけ・調整

⑩田柄川緑道
（放射35号線交差
部）

― 設計 設計 設計

⑪和田堀緑道
― ― 設計 設計

改修　４か所

⑨四季の香公園
（西欧庭園区域）
四季の香ローズ
ガーデン拡充

事業認可
設計

設計 整備 整備

新設　３か所

①(仮称)上石神井
三丁目公園 用地買収

設計
整備 ― ―

⑧石神井松の風
文化公園 ― ― ― ―

⑤こどもの森緑地

―
事業認可
用地買収

設計
整備 整備

⑥こぐれの森緑地

(3)特色ある
公園等の整備

整備完了　６か所
　　新設　　１か所
　　拡張　　２か所
　　改修　　３か所

― ― 事業認可 延期

覚書の締結
整備計画

（中間のまとめ）
の公表

拡張　５か所

④大泉学園町
希望が丘公園 設計

設計
整備

整備 整備

― ― ―

③(仮称)大泉学園
町六丁目公園 ― ― ― ―

(2)練馬城址
公園をにぎわ
いの拠点に

公園整備に向けた
東京都との調整

調整 調整 調整

当初計画 実績

(1)みどりの
拠点づくりを
進める長期プ
ロジェクト

稲荷山公園

　事業説明会の開催
　測量

調査・検討 基本計画策定
事業スキーム作成

関係機関調整 関係機関調整
稲荷山公園基本
計画（素案）作成

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

大泉井頭公園

　関係機関調整 調査・検討 基本計画策定
事業スキーム作成

関係機関調整 関係機関調整

40 



B

　合意形成が整った
箇所について都市計
画手続きを開始した
が、告示は令和３年
度に実施
（令和３年４月と令和
３年６月）

A

A+
　不健全との診断を
受けた樹木を早急に
更新したため

２　みどりを育むムーブメントの輪を広げる

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

A

A

A

A

実施 実施

働きかけ

区民管理開始
　２団体・３か所

働きかけ

区民管理開始
　１団体・１か所

働きかけ

区民管理開始
　１団体・１か所

④憩いの森の区民
　管理の拡充

　　区民管理２か所 育成事業２か所 区民管理開始
１か所

育成事業１か所

育成事業２か所 育成事業２か所

②個人のみどりを地域
　で守る仕組みの構築

事業内容の検討 モデル事業実施 モデル事業実施 調査・モデル事業
案の作成

③公園の区民管理の
　拡充
 　　　区民管理
　　23団体・31か所

関係団体への働き
かけ

区民管理
 20団体・27か所

①テーマ別みどりの
　区民会議

開催 開催 開催 中止

⑥新たな基金の運用
仕組み構築

募集メニューの検
討

寄付募集
募集

基金の活用
体験事業の実施

募集
基金の活用

体験事業の実施

⑤みどりを守り育てる
人材や団体の育成、
　マッチング

― 仕組みの構築

２か所

②サクラ並木の維持

　 外観診断183本
　 精密診断55本

   更新　計63本 更新　計48本

外観診断203本
精密診断61本

更新13本 ５本 更新６本

(6)みどりの
美しい街並み
づくり

①緑化取組

　計15か所 計10か所 1か所 ２か所

当初計画 実績

(5)重要な樹
林地の保全

合意形成活動

都市計画決定
計７か所

合意形成活動

計３か所

合意形成活動

１か所

合意形成活動

２か所

合意形成活動
都市計画手続き

開始２か所

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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戦略計画15　住宅都市にふさわしい自立分散型エネルギー社会へ

１　自立分散型エネルギー社会に向けた取組の推進

A

A

A
　令和元年度に配備
済み

A

A

Ⅴ　いきいきと心豊かに暮らせるまち
戦略計画16　地域特性を活かした企業支援と商店街の魅力づくり

１　創業への総合的な支援の充実

A

A

A

A
③空き店舗入居促進
事業の実施

空き店舗入居促進
事業の実施

実施 実施 実施

創業支援融資の
実施

実施 実施 実施

②学生向け創業セミ
ナー等の実施

― 中止 実施 実施

当初計画 実績

①創業セミナー・創業
支援融資の実施

創業セミナーの
実施

実施 実施 実施

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

当初計画 実績

①避難拠点でのEV(電
　気自動車）等の活用

　「災害時協力登録車
　制度」登録者増

「災害時協力登録
車制度」の創設

EV販売事業者と
「災害時における電
気自動車からの電
力供給の協力に関

する協定」
締結

周知 周知 周知

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

②区立小中学校（避難
　拠点）への太陽光発
　電設備等の導入

　計14か所 計12か所 ― ２か所 ２か所

③地域コジェネレー
　ションの導入

　順天堂練馬病院に
　導入

　練馬光が丘病院に
　導入

基本協定締結

調整

導入準備

基本協定締結

導入

導入準備

導入

導入準備

　EVを活用した訓練の
　実施

実施 実施 実施

　全ての医療救護所に
　Ｖ２Ｌを配備

　　　計10か所 計７か所 ３か所 ― ―
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２　販路拡大など企業活動の活性化

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

A

A

A

A

A

３　商店街や個店の魅力づくり

B
　新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大
防止のため、中止

A

A

A

A

実施

③商店街の魅力発信
支援事業の実施

開始 実施 実施 実施

個店連携支援の
実施

実施 実施 実施 実施

店舗改修支援の
実施

実施 実施 実施 実施

実施 中止

当初計画 実績

①お客が集まる個店づくり

まちゼミ支援の
実施

実施 実施

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

②特色ある取組を行う
商店街への支援の
実施

実施 実施 実施

商談交流会の開始 中止 実施 中止

専門アドバイザー
派遣の開始

実施 実施 実施

実施 中止

④事業承継支援の
実施

セミナー・個別相談
会の実施

実施 実施 実施

専門アドバイザー
派遣の開始

実施 実施

①企業間交流の活性
化、販路拡大支援の
実施

産業見本市の実施 実施

実施

②産学連携セミナーの
実施

―
産学連携セミナー

の開始
実施 実施

③福祉・生活関連産業
への支援の実施

セミナー・個別相談
会の実施

実施 実施 実施
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戦略計画17　生きた農と共存する都市農業のまち練馬

１　世界都市農業サミットの開催

A
　令和元年度に開催
済み

２　都市農地の保全に向けた取組の推進

A

A

A

A

３　都市農業経営の支援

A+

　様々な支援策実施
の結果、経営改善に
取り組む農業者が当
初の想定よりも増加
したため。

A

A
(再掲)

A

認定農業者・都市
型認定農業者へ
の支援の充実

― 検討 充実 充実

検討

４経営体

①

認定農業者・都市
型認定農業者の
新規認定
　31経営体 22経営体 ４経営体 ３経営体

②

生産緑地貸借制
度を活用した農地
保全【戦略計画
17-2の再掲】

農地所有者意向調
査の実施

農地斡旋の仕組み
の検討

農地斡旋の
開始

実施 実施

農の学校
コース内容の見直
し

４コース運営 検討 検討

②特定生産緑地の
周知・指定

周知・調整 周知・調整 周知・指定 周知・指定

③農地を守る新たな仕
組みづくりの検討

― 調査・検討 国・都との調整

実施

国・都との調整

国への要望活動

当初計画 実績

世界都市農業サミット
開催

プレイベント開催
世界都市農業
サミット開催

― ―

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

①生産緑地貸借制度
を活用した農地保全

農地所有者意向調
査の実施

農地斡旋の仕組み
の検討

農地斡旋の
開始

実施

④制度改正に向けた
取組の推進

要望・実現 国への要望活動 国への要望活動
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４　区民が農に親しむ取組の充実

B
　雑草対策のため、
圃場整備工事は令和
３年７月末まで実施

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

A

A+

　様々な支援策実施
の結果、事業に賛同
し取り組む農業者が
当初の想定よりも増
加したため。

A+

　生産緑地貸借制度
を周知した結果、制
度を活用して区民農
園にしたいという農地
所有者があったた
め。
（１園新設・１園拡張）

A+
(再掲)

　新たに共同受注の
仕組みを整えたこと
により、農家と障害者
施設のマッチングが
進んだため。

A
(再掲)

A

戦略計画18　練馬ならではの都市文化を楽しめるまち

１　練馬独自の新しい美術館の創造

B

　新型コロナウイルス
感染症の影響により
基本構想策定時期を
さらに令和３年度に
延期した。

当初計画 実績

再整備基本構想に
基づく設計

構想の検討
構想の検討

（委員会提言）
設計 構想の検討

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

検討 検討

⑤農を活用した高齢者
の健康づくり

― 検討 検討 検討

④農と福祉の連携

農福連携作業に携
わる障害者施設数
計９施設
【戦略計画7-2の
再掲】

計６施設 1施設増 １施設増 4施設増

福祉連携農園の
検討
【戦略計画7-2の
再掲】

― 検討

①（仮称）農の風景公
園の整備

基本構想策定 設計
設計
整備

設計
整備（一部）

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

練馬果樹ある
ファームの開設等
支援　17件

情報発信

摘み取り園38園
直売所　51か所

実施

11件

充実

５件

充実

７件

充実

③生産緑地の貸借制
度等を活用した区民農
園の整備
　２園整備

整備方針の検討
整備方針の検討

１園整備
候補地検討 ２園整備

実施 開催中止

農業者等主催マル
シェの支援
実施場所
３か所増

②新鮮な農作物を手に入れる、農を気軽に体験できる環境整備

区主催マルシェ
実施

実施

ねりマルシェin
世界都市農業

サミット
実施

当初計画 実績

10か所実施 1か所増 １か所増 1か所増
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２　四季を感じ、誰もが楽しめる年中行事を開催

A

B

　新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大
防止のため、中止
　としまえんの閉園
に伴い事業終了

A

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

A

A

A

３　ねりまの歴史を活かした映像文化のまちづくり

B

　新型コロナウイルス
感染症の影響によ
り、構想の策定を延
期

　構想の策定時期を
延期したことにより、
映像文化イベントを
実施しなかったため。

４　練馬の魅力を効果的に発信

A
(再掲)

　令和元年度に開催
済み

A

A

A 　令和元年度で完了

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況 備　　考

当初計画 実績

練馬の魅力の発信

世界都市農業
サミットプレイベント
開催【戦略計画17-

1の再掲】

世界都市農業サ
ミット開催

―

無料公衆無線LANの
整備
　計32か所 計４か所 28か所増 ―

実施 実施

こどもアートアドベ
ンチャーの実施

「映像文化のまち
構想」
策定
映像文化イベントの
実施

検討
素案の公表

検討 実施

構想策定の延期

実施（内容変更）

実施 実施 実施

Nerimaユニバーサ
ル

コンサートの実施
実施 実施 中止

体験型ツアーの
実施

充実 充実 充実

新たな情報マップ
の作成

充実 充実 充実

―

―

充実

中止
（終了）四季を感じられるイベ

ントの開催

真夏の音楽会の
実施

実施 充実

花火フェスタの実施 実施 実施

練馬薪能の実施

実施 実施 実施

区民文化祭の実施 実施 実施 実施

区民自らが参加して楽
しむ事業の実施

郷土芸能ねりま座
の実施

実施 実施 中止

ジャズイベントの
実施

実施
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戦略計画19　豊かなみどりの中で誰もがスポーツを楽しめるまち

１　練馬区初　公認陸上競技場「練馬総合運動場公園」

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

２　区民ニーズを踏まえたスポーツ施設の整備

A
　令和元年度に整備
済み

A

*
　効率的な整備方法
など、様々な視点で
引き続き検討が必要

A
　令和元年度に設置
済み

A

３　ユニバーサルスポーツフェスティバルの充実

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

A
障害者スポーツ指導
員の確保・育成

検討・一部実施 実施 実施 実施

１か所増 ０か所

④ 光が丘体育館

　アリーナ床等改修 検討 設計 工事 工事

ユニバーサルスポーツ
フェスティバルの地域
展開
　計６か所 計３か所 ０か所

検討 検討 検討 検討

空調機の設置 ― 設置 ― ―

―

整備

③総合体育館

改築に向けた検討

① 大泉さくら運動公園
庭球場等

　整備 設計 整備 ―

② 大泉学園町希望が
丘公園運動場 （第Ⅱ
期）

　整備
設計

設計
整備

整備

当初計画 実績

練馬総合運動場公園
での事業展開

開園式典、記念イ
ベント開催

公認記録会の開催 実施 中止

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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４　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組

A

A

A

B

　東京2020大会が延
期になったため、聖
火リレーおよび大会
期間中事業は延期。
100日前事業は200日
前事業として実施

A

B
(再掲)

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

A
(再掲)

　令和元年度に開催
済み

B
　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、中止

Ⅵ　区民とともに区政を進める
戦略計画20　区民協働による住民自治の創造

１　町会・自治会の活性化

B

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、地区祭等
イベントが開催されな
かったことで、加入促
進を一部中止

２　協働の取組の活性化 

B

　新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響
により、ひろばの増
設が計画通りにいか
なかった。

(1)相談情報
ひろばの増設

相談情報ひろば
　計14か所 計10か所 開設無し ― 開設無し

当初計画 実績

町会・自治会組織の
基盤強化

加入促進活動の
実施

実施 実施
実施

（一部中止）

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

プレイベント開催
世界都市農業
サミット開催

― ―

ねりまワールドフェ
スティバルの実施

国際交流のつどい
ワールドマーケット

実施

ねりまワールドフェ
スティバルの実施

実施 中止

実施 実施

③各施策の充実と連動させた機運醸成の取組

ユニバーサルス
ポーツフェスティバ
ルの地域展開
　計６か所【戦略計
画19-3の再掲】

計３か所 ０か所 １か所増 ０か所

世界都市農業サ
ミット開催
【戦略計画17-1の
再掲】

②効果的な機運醸成事業の実施

注目を集めるタイミ
ングに合わせた
事業実施

２年前事業

500日前事業

１年前事業

世界都市農業
サミット連動事業

100日前事業

聖火リレー

大会期間中事業

200日前事業

集客が見込める既
存イベントでの出
展

実施 実施

実施 実施

練馬区発
100万人のハンドス
タンプアートプロ
ジェクトの実施

開始
実施

（第１弾の公表・活
用）

　実施
（第２弾の公表・

活用）

　実施
（第２弾の公表・

活用）

関係団体との情報
共有・意見交換

実施 実施 実施 実施

応援プログラム
への参加促進

実施 実施

当初計画 実績

①区民や関係団体との協働による取組

備　　考取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況
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A

３　地域おこしプロジェクトの充実

A

戦略計画21　窓口から区役所を変える

１　窓口から区役所を変える
①区役所に行かなくても、自宅や近所で手続きができます

A
(再掲)

A
(再掲)

A+
　国民健康保険料の
電子決済を拡大した
ため。

②来庁前に、窓口の混雑状況が分かり、事前に準備ができます

A+
　新たにマイナンバー
交付窓口に導入(計
18か所)

A

(1)「待たな
い」

乳幼児一時預
かり事業

インターネット
予約システム

運用開始
【戦略計画1-1

の再掲】

保育園入園
申請のオンラ
イン手続きの
導入検討【戦
略計画1-6の

再掲】

全庁的な
電子申請の

推進

(ｲ)電子決済
方法の多様化

地域おこしプロジェクト
の支援内容の充実

検討 検討 充実 充実

取組名 令和３年度目標

検討 検討 検討 検討

(

ｱ

)

電
子
申
請
の
拡
大

自宅で印刷できる
申請書類の範囲
拡大

― 実施 拡大 拡大

調査・検討

窓口情報提供シス
テムの拡大
計17か所

　１か所
（保育課入園相談

係）

　16か所導入
（練馬区民

事務所ほか）
―

1か所導入
（マイナンバー

カード交付窓口）

当初計画 実績

検討 構築 運用開始 運用開始

備　　考平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

実施

システム改修
(住民税・

軽自動車税)

運用開始
(住民税・

軽自動車税)
拡大検討

システム改修・運
用開始

（国民健康保険
料）

(2)パワー
アップカレッ
ジねりまのリ
ニューアル

パワーアップカレッジ
ねりまのリニューアル

開始準備 開始準備 開始

令和２年度
進捗状況 備　　考

当初計画 実績

A拡大拡大

令和２年度
進捗状況

開始

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績
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A+

　外国人対応強化の
ため、フロアマネー
ジャーの多言語化対
応を図った。

A+
　新たに大泉区民事
務所に常時配置（区
民事務所4か所）

A

B

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防
止のため、ワーク
ショップ型研修は中
止

A

A

(2)「まごつ
かない」案内
が正確・迅速
に行われます

フロアマネージャーの
サービス内容の充実
（区民事務所６か所）

検討 充実 ―

取組名 令和３年度目標 平成30年度末の
現況

令和元年度末の
実績

令和２年度
進捗状況

(4)事務処理
ミスの防止

事務処理の見直し 検討 実施 実施 実施

(3)「何度も
書かない」複
数の申請書が
一括して作成
できます

申請書一括作成シス
テムの導入
(区民事務所６か所)

検討 構築
導入

(区民事務所６か
所)

導入
(区民事務所６か

所)

FAQの職員活用 検討 開始 実施

充実

実施

フロアマネージャーの
常時配置
（区民事務所３か所）

２か所
（練馬・石神井区民

事務所）

１か所
(光が丘

区民事務所）
―

1か所
（大泉区民事務

所）

当初計画 実績

窓口対応力向上
研修の充実

充実 充実 一部実施―

備　　考
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第２次みどりの風吹くまちビジョンとＳＤＧｓ

ＳＤＧｓとは、平成27年（2015年）９月の国連サミットで採択された

「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略であり、令

和12（2030）年を年限とする国際目標です。ＳＤＧｓは、持続可能な世界を

実現するための17 のゴールから構成され、先進国を含む全ての国々の共通目

標となっています。

国は、地方自治体に対し、ＳＤＧｓを原動力とした地方創生の推進を求め

ており、区としては、第２次みどりの風吹くまちビジョンを中心にあらゆる

施策を通して取り組んでいます。

参考
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ＳＤＧｓに掲げる１７のゴール

１ 貧困をなくそう
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。

２
２ 飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持

続可能な農業を促進する。

３
３ すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福

祉を促進する。

４
４ 質の高い教育をみんなに
すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生

涯学習の機会を促進する。

５
５ ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強

化を行う。

６
６ 安全な水とトイレを世界中に
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を

確保する。

７
７ エネルギーをみんなにそしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エ

ネルギーへのアクセスを確保する。

８

８ 働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全か

つ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用(ディーセ
ント・ワーク)を促進する。

９
９ 産業と技術革新の基盤をつくろう
強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可

能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。
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10 人や国の不平等をなくそう
各国内及び各国間の不平等を是正する。

11 住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及

び人間居住を実現する。

12 つくる責任つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保する。

13 気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。

14 海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能

な形で利用する。

15 陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能

な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・
回復及び生物多様性の損失を阻止する。

16 平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべ

ての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおい
て効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

17 パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・

パートナーシップを活性化する。
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